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はしがき 

本領域では「pH 応答生物学の創成」を掲げ、生理・医学と海洋生物・進化研究から得られ

た知見を統合的かつ横断的に理解するという独創的発想の下、pH に対する「生物学的」理

解に変革を起こすことを目的として発足した。具体的には、がん、発生、老化、海洋生物

学、進化という学術変革領域ならではの非常にユニークな若手トップランナーを集結し、こ

れまで十分に注目されてこなかった pH ストレス適応機構やシグナル因子としての pH 等、

生物が進化上獲得した本質的機能を解明することで、エネルギー産生のための電気化学的駆

動力や pH がきたす毒性・病態に留まっていた旧来の pH の概念を革新するべく、独創的な

領域運営を実施した。 
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該当せず 

 

 

その他 

上記の実績以外にも、本領域発足に伴い得られた成果がいくつか存在する。第一に、こ

れまで隔たりが大きかった生理・医学と海洋生物・進化学を繋ぐ土台を構築した点である。

未来型研究体系として本連携の必要性は明白かつ机上で容易に描くことができるが、実際に

運営してみると常識・考え方が想像以上に異なり苦難の連続であった。しかし科学という共

通言語を軸に、最終的には「絆」とも言える見事な関係性を築き上げた。例えば、高橋・栗

原の強固な連携により、これまで不可能とされていたユビエダハマサンゴからの RNA 抽出

を 1 年以上の試行錯誤を経て成功し、RNA-seq 等の大規模解析を可能にした。また岡村・久

保田の連携で有孔虫から Hv1 のクローニング・機能評価を達成し、現在生育に与える影響を

調査中である。第二に、アウトリーチ活動、特に未来を担う子供達に向けた啓蒙活動を精力

的に行った点である。国立科学博物館での市民向け講座［参加人数：現地・オンライン合わ

せて約 300 名（内、高校生以下約 50 名）］、またその際に交流した私立中学高等学校に出向

き高橋・久保田が行った公開授業、生理学会大会にて「第 100 回記念シンポジウム」という

冠を賜り開催したシンポジウムなどがあげられる。 

 


